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1. 平成30年3月期第1四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第1四半期 15,372 7.6 1,042 26.9 1,348 25.6 1,025 23.9

29年3月期第1四半期 14,288 △5.1 821 6.7 1,073 4.6 827 25.1

（注）包括利益 30年3月期第1四半期　　851百万円 （―％） 29年3月期第1四半期　　△523百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第1四半期 34.41 ―

29年3月期第1四半期 27.57 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年3月期第1四半期 98,158 83,851 82.6

29年3月期 99,273 83,307 81.1

（参考）自己資本 30年3月期第1四半期 81,089百万円 29年3月期 80,545百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 10.00 ― 10.00 20.00

30年3月期 ―

30年3月期（予想） 10.00 ― 10.00 20.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 29,000 0.9 1,500 △13.7 1,800 △19.5 1,350 △18.3 45.29

通期 59,000 △2.1 3,200 △16.4 3,800 △17.9 2,700 △15.9 90.58

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 有

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期1Q 33,006,204 株 29年3月期 33,006,204 株

② 期末自己株式数 30年3月期1Q 3,199,339 株 29年3月期 3,198,089 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期1Q 29,807,561 株 29年3月期1Q 30,023,433 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、良好な雇用所得環境を背景とした個人消費の回復や、輸出の

増加等により、景気は緩やかな回復基調となりました。

このような環境のなかで、当社グループが営業の基盤を置く名古屋港の港湾貨物は、輸出は自動車部品や産業機

械が増加し、輸入は液化天然ガスや鉄鉱石等が増加したことにより、ともに前年実績を上回りました。

当社グループといたしましては、輸出貨物は、自動車部品等の取扱いが増加しました。輸入貨物は、飼料や油脂

原料は減少しましたが、食糧や非鉄金属等の取扱いが増加しました。

これらの結果、当第１四半期連結累計期間の当社グループの連結売上高は153億72百万円と前年同期と比べ10億83

百万円（7.6％）の増収となりました。

営業利益は、10億42百万円と前年同期と比べ２億20百万円（26.9％）の増益となりました。

経常利益は、13億48百万円と前年同期と比べ２億75百万円（25.6％）の増益となりました。

親会社株主に帰属する四半期純利益は、10億25百万円と前年同期と比べ１億97百万円（23.9％）の増益となりま

した。

セグメントの業績は次のとおりであります。

港湾運送およびその関連の売上高は、151億19百万円と前年同期と比べ10億33百万円（7.3％）の増収となりまし

た。賃貸の売上高は２億52百万円と前年同期と比べ50百万円（24.8％）の増収となりました。

（２）財政状態に関する説明

流動資産は、前連結会計年度末に比べて13億31百万円減少し、348億５百万円（前連結会計年度末比3.7％減）と

なりました。これは、賞与等の支払により現金及び預金が９億77百万円減少したことに加え、受取手形及び売掛金

が３億41百万円減少したことなどによります。

　固定資産は、前連結会計年度末に比べて２億15百万円増加し、633億53百万円（前連結会計年度末比0.3％増）と

なりました。これは、連結子会社であるMEIKO ASIA CO.,LTD.が倉庫建設用地を取得したことなどにより土地が６億

81百万円増加した一方で、建設仮勘定が３億18百万円減少したことなどによります。

　この結果、総資産は前連結会計年度末に比べて11億15百万円減少し、981億58百万円（前連結会計年度末比1.1％

減）となりました。

　流動負債は、前連結会計年度末に比べて15億47百万円減少し、72億25百万円（前連結会計年度末比17.6％減）と

なりました。これは、主として法人税の支払等により未払法人税等が７億94百万円減少したことに加え、賞与の支

給により賞与引当金が７億36百万円減少したことなどによります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて１億13百万円減少し、70億81百万円（前連結会計年度末比1.6％減）とな

りました。これは、退任役員への慰労金支払により未払役員退職慰労金が52百万円減少したことなどによります。

　純資産は、前連結会計年度末に比べて５億44百万円増加し、838億51百万円（前連結会計年度末比0.7％増）とな

りました。これは、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上等により利益剰余金が７億27百万円増加したことな

どによります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成29年５月12日に公表いたしました平成30年３月期の連結業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 21,672,817 20,695,704

受取手形及び売掛金 11,311,295 10,970,149

繰延税金資産 727,490 465,581

未収還付法人税等 97,756 66,815

その他 2,350,125 2,629,034

貸倒引当金 △23,071 △22,075

流動資産合計 36,136,413 34,805,209

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 41,996,629 42,058,305

減価償却累計額 △29,566,167 △29,753,030

建物及び構築物（純額） 12,430,462 12,305,275

機械装置及び運搬具 14,573,845 14,479,465

減価償却累計額 △12,207,374 △12,158,015

機械装置及び運搬具（純額） 2,366,470 2,321,450

土地 21,741,311 22,422,966

リース資産 860,638 854,799

減価償却累計額 △517,906 △533,808

リース資産（純額） 342,732 320,991

建設仮勘定 963,570 645,480

その他 1,411,683 1,420,108

減価償却累計額 △1,080,916 △1,089,091

その他（純額） 330,767 331,016

有形固定資産合計 38,175,314 38,347,180

無形固定資産 178,221 167,530

投資その他の資産

投資有価証券 21,399,991 21,374,153

長期貸付金 290,740 391,340

繰延税金資産 369,610 367,862

退職給付に係る資産 1,186,699 1,192,877

その他 1,736,302 1,714,377

貸倒引当金 △199,528 △202,318

投資その他の資産合計 24,783,815 24,838,294

固定資産合計 63,137,350 63,353,005

資産合計 99,273,764 98,158,214
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 4,102,791 3,814,689

リース債務 128,857 122,490

未払法人税等 894,402 99,737

賞与引当金 1,506,025 769,115

その他 2,140,158 2,419,038

流動負債合計 8,772,234 7,225,069

固定負債

リース債務 237,864 217,451

繰延税金負債 1,619,738 1,601,564

役員退職慰労引当金 4,910 4,630

退職給付に係る負債 4,339,811 4,329,129

資産除去債務 439,306 440,437

未払役員退職慰労金 298,250 246,025

その他 254,602 242,218

固定負債合計 7,194,483 7,081,457

負債合計 15,966,718 14,306,527

純資産の部

株主資本

資本金 2,350,704 2,350,704

資本剰余金 1,601,584 1,601,584

利益剰余金 72,425,590 73,153,140

自己株式 △2,299,800 △2,301,272

株主資本合計 74,078,079 74,804,157

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 7,561,637 7,517,947

為替換算調整勘定 △941,774 △1,096,814

退職給付に係る調整累計額 △152,787 △136,230

その他の包括利益累計額合計 6,467,075 6,284,902

非支配株主持分 2,761,891 2,762,626

純資産合計 83,307,046 83,851,687

負債純資産合計 99,273,764 98,158,214
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

売上高 14,288,621 15,372,164

売上原価 11,242,053 12,017,274

売上総利益 3,046,568 3,354,890

販売費及び一般管理費 2,224,896 2,312,541

営業利益 821,672 1,042,349

営業外収益

受取利息 5,158 6,645

受取配当金 192,164 257,189

持分法による投資利益 20,204 19,994

その他 43,651 32,893

営業外収益合計 261,178 316,723

営業外費用

支払利息 - 804

為替差損 3,649 1,354

固定資産除却損 221 556

固定資産売却損 1,165 -

会員権評価損 2,699 4,599

貸倒引当金繰入額 - 2,790

その他 1,510 27

営業外費用合計 9,246 10,132

経常利益 1,073,604 1,348,940

特別利益

移転補償金 196,000 153,765

特別利益合計 196,000 153,765

税金等調整前四半期純利益 1,269,604 1,502,706

法人税、住民税及び事業税 160,563 156,167

法人税等調整額 248,693 297,717

法人税等合計 409,256 453,884

四半期純利益 860,347 1,048,821

非支配株主に帰属する四半期純利益 32,644 23,190

親会社株主に帰属する四半期純利益 827,703 1,025,631
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

四半期純利益 860,347 1,048,821

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △996,931 △51,079

為替換算調整勘定 △406,388 △161,186

退職給付に係る調整額 15,131 16,953

持分法適用会社に対する持分相当額 4,569 △1,679

その他の包括利益合計 △1,383,617 △196,992

四半期包括利益 △523,270 851,829

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △504,067 843,459

非支配株主に係る四半期包括利益 △19,203 8,370
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

　当社及び国内連結子会社は、従来、有形固定資産の減価償却方法について、リース資産を除き、定率法を採用

しておりましたが、当第１四半期連結会計期間より定額法に変更しております。

当社グループは、取引先の海外展開や現地調達化の進展に対応し、海外拠点における戦略的な設備投資を実施

してまいりました。一方で、国内の設備投資は主に現状設備の修繕、維持に向ける方針にあります。これらを契

機として、当社及び国内連結子会社の有形固定資産の減価償却方法について改めて検討を行いました。この結果、

国内における設備は安定的に使用されることが見込まれるため、当社及び国内連結子会社の有形固定資産につい

ては、定額法による減価償却が設備の使用実態をより適切に反映することができると判断し、変更を行ったもの

であります。

これにより、従来の方法によった場合と比べ、当第１四半期連結累計期間の減価償却費は115,900千円減少し、

営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益がそれぞれ115,900千円増加しております。
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２港湾運送および

その関連
賃貸 計

売上高

外部顧客への売上高 14,086,463 202,158 14,288,621 ― 14,288,621

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― 31,498 31,498 △31,498 ―

計 14,086,463 233,657 14,320,120 △31,498 14,288,621

セグメント利益 682,334 135,450 817,785 3,887 821,672

(注) １ セグメント利益の調整額3,887千円は、主にセグメント間取引の調整であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２港湾運送および

その関連
賃貸 計

売上高

外部顧客への売上高 15,119,862 252,302 15,372,164 ― 15,372,164

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― 31,420 31,420 △31,420 ―

計 15,119,862 283,722 15,403,585 △31,420 15,372,164

セグメント利益 880,591 157,886 1,038,478 3,870 1,042,349

(注) １ セグメント利益の調整額3,870千円は、主にセグメント間取引の調整であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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